
平 成 25年 10月 25日  

 

会 員  各 位  

 

公益社団法人日本産婦人科医会 

母子保健部会 

 

 

Ｂ型 肝 炎 母 子 感 染 予 防 方 法 の変 更 について 

 

Ｂ型肝炎母子感染予防のための HB グロブリンと HB ワクチンの投与に関して、従来の方法

が煩雑であったこと等から、約 3割の児に接種漏れが発生していたことが指摘されていまし

た。そのため、平成 25 年 10 月 18 日付けで厚生労働省から各都道府県担当部局長あてに別

添の通知が発出され、下記の新しい予防方法が保険適応となりました。 

新しい予防方法では産科医の負担が増えることになりますが、接種漏れを防ぐために、新

しい方法への移行について連携されている小児科医とご検討いただきたくお願い申し上げ

ます。 

 

記  

 

従来の予防方法 新しい予防方法 

① 出生直後（遅くとも 48 時間以内） 

HB グロブリン 1ml 筋肉注射 

 

② 生後 2カ月 

HB グロブリン 1ml 筋肉注射 

HB ワクチン 0.25ml 皮下注射 

 

③ 生後３カ月および５カ月 

HB ワクチン 0.25ml 皮下注射 

① 出生直後（12 時間以内） 

HB グロブリン（0.5-）1ml 筋肉注射 

HB ワクチン 0.25ml 皮下注射 

 

② 生後 1カ月 

HB ワクチン 0.25ml 皮下注射 

 

③ 生後６カ月 

HB ワクチン 0.25ml 皮下注射 

 

 














